
　東武グループでは、「奉仕」「進取」「和親」を経営の拠り所としています。
「奉仕」　 東武グループは、東武グループの全ての事業が社会に支えられていることを深く自覚し、豊かな社会の実現に貢献します。
「進取」　 東武グループは、現状に甘んじることなく、常に研鑽に励み、時代を切り開く開拓者精神をもって新たな挑戦を続けます。
「和親」　 東武グループは、人の和や環境との調和をもとに事業の発展と従業員の幸福を図り、社会の進展に寄与します。

　お客様の暮らしに密着した事業を通じて沿線地域の発展に貢献する企業グループとして、安全・安心を根幹に「運輸」「レジャー」
「不動産」「流通」等の事業を多角的、複合的に展開します。
　お客様の視点に立ち、質の高い先進性や独創性あふれるサービスを提供し、活力に富んだ暮らしやすく訪れたい東武沿線の実現
を目指します。
　事業を通じて安定的に利益を創出しながら、環境にも配慮した経営を進め、お客様の生活を担う企業グループとして地域社会とと
もに持続的に発展することにより、企業の社会的責任を果たします。

■ 中期的な事業計画

■ 東武グループ経営理念

■ 東武グループ経営方針

〈計画期間〉2022年度～2024年度の3か年 

〈方針〉
■事業構造改革と事業推進体制の再編
　 　鉄道における新システム等の活用や、グループ会社の統合と事業運営体制の見直し等により具体的な施策を
　計画し、目標の達成に向けて各施策を推進する。

■新たなビジネスモデルによる収益拡大
　 　鉄道などの需要の大幅な低迷に対応すべく、新たな需要機会や顧客ニーズを捉えたデジタルマーケティングの強

化に加え、不動産事業の収益力強化や、グループの事業ノウハウ等の活用により事業領域を拡張するとともに、沿
線開発計画を推進する。

■ 社会課題をニーズと捉えた事業推進による収益拡大
　　好機となりつつある郊外エリア等にお
　ける事業機会を捉え、沿線の特長や経営   
　資源を活かしながら、社会課題の解決を
　図ることを通じて、将来にわたって新た
　な価値を創造し、「人にやさしく 人と地
　域が共に輝きつづける社会」の実現を目
　指す。

中期的な事業計画の方針と計画期間
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